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米国:天候の改善により住宅着工は大幅増(26 年 3 月) 
～許可件数の減少など建設コスト高による先行き不透明感は継続～ 

 経済調査部 主任エコノミスト  桂畑 誠治 

（℡：050-5474-7493） 

 

1.住宅着工は天候回復を背景とした一時的な急増 

26 年 3 月の住宅着工件数（季節調整済、年率換算）は 150.2 万戸となり、前月比＋10.8％（前

月:135.6 万戸、同▲3.0％）へと急増した。これは、市場予想中央値(ブルームバーグ集計)および

筆者予想の 138.0 万戸（同▲0.4％）をいずれも大きく上回る結果である。 

内訳をみると、着工の基調を示す「一戸建て住宅着工件数」が 103.2 万戸、前月比＋9.7％（前

月:94.1 万戸、同＋4.8％）と加速した。2 月の悪天候による遅延からの反動増が押し上げ要因と

なったものの、販売の伸び悩み、資材コストの高騰、労働力不足といった構造的制約が根強く、

先行きは再び低下する可能性が高い。一方、「集合住宅の着工件数」は 47.0 万戸、前月比＋

13.3％（前月:41.5 万戸、同▲17.0％）と大幅に増加した。月次での変動は大きいものの、深刻な

在庫不足と穏やかな天候に支えられ、トレンドとしては着実に水準を切り上げている。 

地域別では、最大市場である南部および西部が増加したほか、北東部と中西部は大幅な増加と

なった。慢性的な在庫不足に加え、例年より穏やかな天候下で、州政府による用途地域制限の緩

和を受けた集合住宅プロジェクトが進展したことが寄与している。特に空室率が低い北東部での

強い需要が、全体の押し上げに繋がった。 

 

2.許可件数はコスト増への強い警戒感等を背景に先行きの不透明感を示す  

先行指標となる 3 月の住宅建設許可件数（季節調整済、年率換算）は 136.3 万戸、前月比▲

11.4％（前月:153.8 万戸、同＋11.0％）と、着工件数とは対照的に減少に転じた。内訳は、一戸

建てが 89.5 万戸、同▲3.8％（前月:93.0 万戸、同＋6.2％）、変動の激しい集合住宅が 46.8 万

戸、同▲23.0％（前月:60.8 万戸、同＋19.2％）となり、いずれもマイナスを記録している。 

地域別では、南部を含む全 4 地域で許可件数が減少した。これは建設業者が先行きに対して慎

重姿勢を崩していないことを示唆しており、許可件数は一戸建て主導で緩やかな減少傾向を辿っ

ている。 

 

現在の住宅建設を取り巻く環境は、不確実性の高まりや高い実質金利を背景に停滞感が漂う。

金利の高止まりや価格上昇に伴う販売鈍化で在庫が増加していることに加え、トランプ政権によ

る関税賦課や不法移民取り締まり強化を巡る懸念が、建設コストの増大や需要減退のリスクとし
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ﾓｰｹﾞｰｼﾞ 住宅市場

全 一戸建て 2戸以上 北東部 中西部 南部 西部 全 一戸建て 2戸以上 北東部 中西部 南部 西部 金利 指数

25/03 1355 948 407 148 223 696 288 1481 972 509 119 209 834 319 6.70 39
25/04 1398 948 450 183 232 746 237 1422 923 499 136 194 762 330 6.81 40
25/05 1282 949 333 104 183 699 296 1394 899 495 123 217 742 312 6.92 34
25/06 1382 925 457 173 191 707 311 1393 866 527 103 218 775 297 6.86 32
25/07 1420 951 469 99 235 844 242 1362 875 487 125 221 742 274 6.81 33
25/08 1291 869 422 98 221 666 306 1330 858 472 121 202 699 308 6.67 32
25/09 1328 836 492 166 198 649 315 1415 880 535 147 203 756 309 6.42 32
25/10 1272 894 378 144 203 667 258 1411 878 533 147 198 729 337 6.35 37
25/11 1324 931 393 154 169 748 253 1388 896 492 117 197 747 327 6.36 38
25/12 1373 950 423 137 188 722 326 1455 881 574 167 210 716 362 6.32 39
26/01 1398 898 500 179 163 755 301 1386 876 510 153 226 695 312 6.20 37
26/02 1356 941 415 141 197 728 290 1538 930 608 162 219 777 380 6.14 37
26/03 1502 1032 470 176 221 794 311 1363 895 477 115 214 717 326 6.37 38
26/04 6.42 34
26/05 6.46

住宅着工・許可件数
住宅着工 住宅許可
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住宅着工戸数と住宅着工許可件数の推移（千戸）

(出所）米商務省
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住宅販売(新築＋中古、左)

週次購入用住宅ローン申請指数(右)

(図表）住宅販売と住宅ローン申請動向（万戸）

(出所）米商務省、住宅ﾛｰﾝ銀行協会、全米不動産業者協会

て意識されている。こうした背景から、業者は新規着工に対して慎重なスタンスを維持してい

る。 

 

3.先行き底堅い需要と供給制約が相克 

26 年の住宅販売は、モーゲージ金利の限定的な低下や実質所得の拡大、建設業者による販促策

などにより、小幅な増加が見込まれる。しかし、トランプ関税による資材価格の上昇懸念や、移

民規制強化に伴う労働力不足・人件費高騰が、供給側の強い下押し圧力となる。建設業者の悲観

的な見方は維持される可能性が高く、26 年の一戸建て住宅着工件数は前年比＋1％程度（25 年前

年比▲1.1％）の僅かな拡大にとどまる見通しである。 
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一戸

２戸建て以上

（図表）住宅着工許可件数の推移（万戸）

(出所）米商務省
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一戸

（図表）住宅着工件数の推移（万戸）

(出所）米商務省

（万戸）

3000

3500

4000

4500

5000

5500

6000

6500

7000

7500

8000

05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

(図表)米住宅販売件数（中古と新築の合計：一戸建て）
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（出所）米商務省、ＮＡＲ

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

住宅市場指数の推移
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現在の販売

６カ月後の販売見通し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一ライフ資産運用

経済研究所が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告

なく変更されることがあります。また、記載された内容は、第一生命保険ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限

りません。 
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株価動向

加権指数

韓国総合株価指

数

ｲﾝﾄﾞセンセック

ス指数

上海総合株価指
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